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○議長（中西峰雄君）引き続き、順番４、22

番 楠本知子君。 

〔22番（楠本知子君）登壇〕 

○22番（楠本知子君）ただ今、議長のお許し

をいただきましたので、通告に従い一般質問

をさせていただきます。 

 １番目は子宮頸がん予防ワクチンの接種の

助成について。 

 子宮頸がん予防ワクチンの接種の費用は全

額自己負担が原則ですが、経済的負担を軽減

するため、公費助成に取り組んでいる自治体

が広がっています。今年３月、厚生労働省が

都道府県を通じて、1,744市区町村から定期や

任意の含む予防接種への公費助成の状況につ

いて回答を得ました。その集計結果によりま

すと、この子宮頸がんにおきましては114の自

治体、6.5％が公費助成を行い、78自治体が

68.4％、１万2,000円以上の助成を行っていま

す。 

 子宮頸がんは性交渉によるヒトパピローマ

ウイルス感染が主な原因とされ、10代前半の

ワクチン接種で予防が期待をされます。約１

万5,000人の女性が、特に若い女性が発症し、

年間約3,500人の方が亡くなっておられると

いうことで、助かっても子宮摘出で子どもが

産めなくなる、身体的・精神的負担が大きい

です。 

 公明党のほうでは、国へ７月に、子宮頸が

んの予防接種を全額国費で補助をすることを

柱にした「子宮頸がん予防法案」を提出して

おります。厚生労働省の2011年度の新規事業

として、子宮頸がんワクチンの公費助成に150

億円が計上されると報道されました。３月議

会でこの予防接種の助成をお願いさせていた

だきましたが、橋本市単独では実施は困難で

あり、国への予算措置を要望していくなど対

応を検討していく必要がある、とのことでし

た。来年度の予算編成には注視をしていかな

ければなりませんが、橋本市として積極的に

取り組んでいただきたくお伺いをいたします。 

 ２番目に、救急医療情報キットの導入につ

いてお伺いいたします。 

 明治学院大学の社会学部教授の岡本多喜子

先生が、アメリカのポートランド市で行われ

た実践例をヒントに東京都港区で提案された

のが始まりです。救急医療情報キットはＮＰ

Ｏ法人のメンタルケア協議会が出しているも

ので、オレンジポットと言います。この中に

は、救急受診のための情報として、氏名、血

液型、生年月日、家族構成、緊急時の連絡先

などの個人情報、かかりつけ医、病歴などの

医療情報、本人の写真、健康保険証のコピー、

診察券のコピーなどを入れておきます。災害

時はもちろん、平時においても緊急の事態が

発生したときにも役立ちます。 

 東京都港区が初の事業として平成20年５月

にスタートされ、このキットを高齢者、障が

い者、健康に不安のある方に無料で配布して

おられます。キットの保管場所は探しやすい

ように冷蔵庫に統一し、キットが冷蔵庫にあ

ることがわかるように、玄関のドアと冷蔵庫

にステッカーを張ることにしています。救急

車が駆けつけた場合にも、冷蔵庫にキットが

あれば情報を確実に得ることができます。 

 この取り組みが全国で広がっております。

昨年９月に、命のカプセルということで提案

させていただきました。その後、地域包括ケ

ア会議の中で取り組みを進められていただい
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ていると思いますが、この導入についてお伺

いをいたします。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

 ３番目に、児童デイサービス事業所（たん

ぽぽ園、つくしんぼ園）の施設整備について

お伺いいたします。 

○市長（木下善之君）楠本議員の高野口斎場

の利用についてお答えをいたします。 

 新市まちづくり計画では、既存施設の利活

用等により効率的かつ効果的な運営に努める

ため、公共施設の統合整備を検討することと

なっております。現在、本市におきましては

橋本斎場・高野口斎場の２箇所があり、本市

の人口規模から勘案しますと、新市まちづく

り計画の理念に沿って１箇所に統合する必要

があります。このことは合併の意義というも

のでございます。 

 １月に上久保議員とともに保育所と幼稚園

を訪問させていただきまして、たんぽぽ園と

つくしんぼ園にも訪問させていただき、調査

と意見交換をさせていただきました。たんぽ

ぽ園には、そのときは22名の子どもさんが通

われており、つくしんぼ園には、橋本市から

12名、かつらぎ町から９名、九度山から１名、

高野山から１名と計23名が通われておられま

した。たんぽぽ園では施設が手狭で、相談す

る部屋がない。つくしんぼ園では集会所と共

用している、給食室がとても狭い、部屋が冬

は暖房がきかず大変寒く、夏は暑い等お声を

いただきました。橋本市では県下に先駆けま

して発達相談事業を積極的に進められておら

れるところですが、平成22年を目標にたんぽ

ぽ園へ療育対象児を受け入れられるという計

画について、どう進められていくのかお伺い

をいたします。 

 橋本斎場につきましては、平成元年に竣工

しており、設備等もかなり老朽化しておりま

す。また、地元区との覚書により、設置期限

が３カ年延長の末、平成24年６月末となって

おります。また、新たな場所での新設となり

ますと、建設費用のほかに場所の選定から用

地費・進入路の確保等、膨大な費用と時間が

必要となってきます。 

 一方、高野口斎場につきましては、平成10

年からの稼働であり、比較的良好な状態であ

ります。このことから、高野口斎場東側に３

炉分を増設し、現高野口斎場の予備スペース

に１炉を設置し、合計６炉とする実施設計を

しているところであります。また、地元区に

つきましては、増設についての同意は得られ

たところであり、今後、地域関係者と協議を

進めてまいりたいと考えております。 

 次に４番目、高野口斎場の利用についてお

伺いいたします。 

 平成10年度に完成した高野口斎場の火葬炉

２基に、新たに４基の火葬炉を増設、設計監

理委託料が６月補正予算で計上されました。

合併後の新市まちづくり計画の理念に沿って

平成24年３月から６月を目標に高野口斎場へ

の一本化が進められていかれるかと思います

が、高野口斎場の位置付け、地元周辺地域へ

の配慮、改築内容等、どのような手法で市民

の方に情報公開をして理解と協力を得ていか

れるのかお伺いいたします。 

 なお、市民の方々への情報公開につきまし

ては、公表可能なものについては公開してま

いりますので、ご理解とご協力のほど、よろ

しくお願いを申し上げます。 

 なお、残余の件については担当参与よりお

答えをいたします。  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（上田敬二君）登壇〕 
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○健康福祉部長（上田敬二君）最初に、子宮

頸がん予防ワクチン接種の助成についてのご

質問にお答えいたします。 

 子宮頸がんは、10代前半にワクチンを接種

することで予防効果が期待できるとして、日

本では昨年10月に初めて予防ワクチンが承認

され、12月に販売が開始されました。 

 子宮頸がんワクチンを助成する場合を試算

してみますと、ワクチン費用が１回１万7,000

円前後で計３回の接種が必要となるため、１

人当たり約５万円の金額になります。来年度

新しく入学する中学１年生女子は341人なの

で、全額公費負担で接種率100％としますと、

約1,705万円となります。 

 市の厳しい財政を考えると、市において単

独での公費助成の実施は難しいことから、市

から子宮頸がんワクチン予防接種の財源措置

を求める要望を行い、県下８市で組織します

予防衛生協議会の総意をもって県へ要望書を

提出しました。 

 厚生労働省においては、政党や医療関係団

体、行政機関等の要望を受けて、子宮頸がん

予防に国として取り組む方針を打ち出し、子

宮頸がんの予防ワクチンを公費助成するとし

て、来年度予算の概算要求に盛り込んでおり

ます。計画では中学１年生から高校１年生の

女子を接種対象とし、市町村に費用の３分の

１を補助するというものです。 

 市においても、疾病予防は重要な施策であ

ることは十分認識しております。厚生労働省

が子宮頸がん予防ワクチンの安全性を認めた

上で、財源措置が確保されれば、公費助成等

の方法について具体的に検討してまいりたい

と考えております。 

 続いて、救急医療情報キットの導入につい

てお答えいたします。 

 平成21年９月議会において、楠本議員より、

救急医療情報「命のカプセル」のご提案をい

ただきました。 

 同時期、地域包括支援センターが主催して

おります地域ケア会議において、「高齢者の地

域での見守り」をテーマに、課題や対策につ

いてさまざまな話し合いが進められていたこ

とから、この会議の中で救急医療情報や情報

の中身についての検討を行いました。 

 会議参加者である民生・児童委員や介護保

険サービス事業者、ケアマネージャーの方々

と、救急医療情報には何が必要か等々につい

て検討し、市消防署救急係からも、実際に必

要な情報の中身について有意義なアドバイス

をいただきながら、このたび市独自の救急医

療情報票を作成いたしました。 

 そして、現在、試験的に地域包括支援セン

ター職員やケアマネージャーが、ひとり暮ら

しの方や高齢世帯などを訪問した際、必要と

思われる方々に救急医療情報の記入を勧めて

おり、あわせて記入方法についてもお手伝い

をすることで、冷蔵庫の前に張って利用いた

だいております。 

 しかし、高齢者には救急医療情報票の内容

について記入できない人もいるのではないか

とのご意見もあり、配布対象や配布方法・記

入方法などを含めて再整理した上で、本格実

施していきたいと考えております。 

 いずれにいたしましても、救急医療情報を

あらかじめ備えておくことは日常生活の安心

につながり、これからの高齢化社会を支える

有効なツールとして、親しみやすい愛称をつ

け、高齢者に周知・普及を図ってまいりたい

と考えております。ご理解をお願いします。 

 続いて、児童デイサービス事業所の施設整

備についてお答えいたします。 

 現在、橋本市には児童デイサービスの施設

として、たんぽぽ園とつくしんぼ園の二つが

ございます。たんぽぽ園は公立で、つくしん

ぼ園は社会福祉法人桃郷が運営しております。 
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 たんぽぽ園は旧橋本市が旧柱本小学校プー

ル跡に建設し、平成７年４月に開園、毎年約

20名の園児が在園しております。一方、つく

しんぼ園は旧高野口町、かつらぎ町、九度山

町、高野町、花園村の有志の運営委員さんで

平成８年１月に15名の定員で開始したもので、

伏原の教育集会所を使用しております。平成

19年４月からは、社会福祉法人桃郷がつくし

んぼ園を引き受けてくれることになり、現在

に至っております。 

 現在、つくしんぼ園では23名の園児を受け

入れておりますが、伏原の教育集会所は手狭

であり、給食をつくるスペースも十分ではご

ざいません。また、年々療育を希望される園

児の数が増加していることから、社会福祉法

人桃郷ではより大きな施設で、かつ安定して

運営できる場所を探しており、本市でも利用

できる土地、施設を探しているところですが、

まだ適当な場所が見つかっておりません。 

 園児数の半分が本市の児童であり、伊都地

方の貴重な療育の場でもありますので、今後

も市として協力をしてまいりたいと考えてお

ります。 

 ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君、再質問

ありますか。 

 22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）ありがとうございまし

た。そしたら少し、１番から順番にお伺いさ

せていただきます。 

 子宮頸がんのワクチンにつきましては、国

の予算として来年度の予算も見込まれている

ということですので、橋本市もそれに沿った

形で、全額助成という形になるのかどうかわ

かりませんけれども、前向きに検討していた

だけるということですので、どうかよろしく

お願いをいたします。 

 とにかく、今やっとこの予防接種が始まっ

て、よく言われるんですけれども、特に女の

子のいるご家庭のお母さんは、この予防接種

をさせてあげたいんやけど金額が高いのでね

ということを言われます。ぜひとも、だから

この助成に対して積極的に導入をしていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 次に、２番目の緊急医療情報キットという

のについてなんですが、ちょっと皆さんにわ

かりやすいように、このＮＰＯ法人のメンタ

ルケア協議会がつくっているキットを紹介さ

せていただきます。 

 これが、こういう筒のキットなんです。こ

こにいろんな情報を入れておきます。これは

オレンジポットと書かれているんですけれど

も、これは玄関に張っておくそうです。これ

が、裏が冷蔵庫にくっつくようになっていま

す。マグネットになっています。これとキッ

トと４点セットになっているんですけれども、

これは私がこのＮＰＯ法人に直接購入したん

ですけど、これは全部で270円でした。これと

同じようなものを、これを使わなくても、十

分橋本市でもこういう形のものがつくれるん

ではないかなというふうに思います。 

 今、地域包括ケア会議の中で、こういう中

に入れるキットをまず今つくっていただいて

いると思うので、すごいいいキットをつくっ

ていただいていると思うので、それをこの中

に入れていただいて、ある場所は、きちっと

冷蔵庫にあるということが、確実にどこにあ

るかということがすごい大事なことではない

かなというふうに思うんです。冷蔵庫の前に

張っておくのもいいかとは思うんですけれど

も、冷蔵庫の前というのは、主婦はいろいろ

と張っているんです。いろんなごみ出しのか

みやら、いろいろ張っています。そんな中で

それも張るという形になるかと思うんですけ

れども、貴重な情報ですので、それをこうい

－14－ 



う形できちっと冷蔵庫の中に入れていただい

て、そして、その家庭が表の玄関でどの家庭

かということがきちっとわかるというのは、

すごく平時においても、また緊急時において

も貴重な情報ではないかと思うので、さらに

前向きに検討していただいて、進めていただ

けたらなというふうに思います。 

 地域包括ケア会議でつくられているキット

をちょっと見せていただいたんですけれど、

それは冷蔵庫に張られるという前提でつくら

れていると思うので、常に見ないといけない

情報と、個人情報とが表裏で一緒に入ってる

んです。その点について、今後また検討して

いただけるとかいうのはあるんでしょうか。

常に目の届くところに見ておかないといけな

い情報と、個人情報が１枚の紙の中に二つ入

ってますので、もし、こういうふうな形で導

入していくんやったら、二つはちょっと相反

する情報があるんかなというふうに思うんで

すけれども、その辺いかがでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）楠本議員、サ

ンプルで容器を見せていただきましたけれど

も、本市が考えておりますのは、容器に入れ

て冷蔵庫の中へ入れるのではなくて、冷蔵庫

の扉へ張りつけることを考えております。開

けなくてもいいと。ただ、個人情報と救急時

の消防署とか警察署の連絡先、いろいろそれ

も普段張りつけておられる家庭も既にあるん

ですけれども、個人情報については、家の中

に入ってきた方だれでもがすっと目に飛び込

むということについては、一定の配慮が必要

なんかなと思っております。 

 したがいまして、これは見本なんですけれ

ども、表面については、火事・救急は119番、

事故・事件は110番とか、包括支援センターの

電話番号、あるいは夜間救急の市役所の連絡

先等、表面にはこういう、だれが見ていただ

いても結構な連絡先を記入しております。こ

れを１枚ぱらっとめくっていただいたら、こ

こに本来の個人の情報、家族の状況ですとか、

地域支援者、入っておられるんでしたら民生

委員の名前、あるいはケアマネージャーの名

前、それとかかりつけ医のお医者さんの情報

関係、それと治療を現在受けておられる方に

ついては、人工透析されてるのか、在宅酸素

を利用しておられるのか、ペースメーカーを

入れられているのか、インスリン注射をやら

れているのか、こういう情報を詳しく記入す

ることになっております。これらは基本的に、

ちょっと他人には見られたくない情報ですの

で、ワンクッションめくる作業が要りますけ

れども、意図的にプライバシーへの配慮をし

た記入票となっております。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）よくわかるんですけど、

要するに、冷蔵庫の表にはいろんなものがい

っぱい張ってあるんです。だから、そういう

ところに直に張ると、紙が傷んでくるんです。

紙だから。ずっと張ってますでしょう。だか

ら、そうじゃなくて、そういう大切な情報や

から、大切なところにしまっておきましょう

というのがオレンジポットなんです。だから、

常に見れる、そんな冷蔵庫に張ってたら１年

ももちませんよ。ぼろぼろになってきます。 

 だから、例えばその情報にしても、袋をか

ぶせるとか、袋にするとかにしないと、その

キットだけを冷蔵庫に張ってたら、多分、絶

対どこかになくしますね。そこをここまでき

ちっとされてるから、この情報の意味がある

と思うんです。それで、こういう形で緊急時

にも役立つ情報ですので、こういう形にまで

きちっと大切にして保管をされると、情報は

少しずつ変わるかもわかりませんけど、ある

程度きちっとした情報として確保されるんで

はないかなというふうに思うんですけど、こ
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ういう緊急時においては、救急車も出動され

るということかと思うんですけれども、消防

長、突然で申しわけないですけど、どういう

ご感想をお持ちかお願いできますか。 

○議長（中西峰雄君）消防長。 

○消防長（神谷重廣君）このキットですけど

も、確かにあったらありがたいということで、

うちのほうでも一回、今までの過去の事例を

調べました。今のところそういう、これが必

要やったという事案はありませんけれども、

住民の安心・安全のことを考えれば必要かな

と思うんです。ただ、県下でもこういうキッ

トを設置してある場所を調べたんですけれど

も、和歌山市消防局や、お隣の那賀の消防本

部では、こういうキットではなしに、今、健

康福祉部長が言われたようなカードを冷蔵庫

のところに張ると。救急安心カードというの

を設置しております。ですから、今はあった

らいいんですけども、まずは個人情報のこと

もあるんですけども、先ほど言われたとおり

折り返して、どこともそういうような形にな

っておりますので、それでいいのではないか

なと私も考えております。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）今、手元に紙

見本で先ほど説明させていただきましたけれ

ども、６カ月で破れたり、下へ落っこちると

いうような、そういう貧弱なものを想定して

おりません。もっと立派なものをつくってい

きたいと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）失礼しました。冷蔵庫

に張っても貴重な情報になるとは思いますけ

ど、こういう形でやったら確実にいい情報に

なるかなというふうなことで提案させていた

だいています。別に、ラミネートしたような

形で冷蔵庫に張れば、十分長もちするとは思

いますけれども、特に高齢者やこれから増え

ていく老老世帯であるとか、そういう方にと

りましては貴重な情報になるかと思いますの

で、前向きに進めていただけたらと思います。

よろしくお願いしておきます。 

 次に、たんぽぽ園とつくしんぼ園の施設整

備についてということでお伺いさせていただ

きました。私がこういう質問をさせていただ

きましたのは、ちょっと本当に勉強不足で、

こういう書き方になってしまって申しわけな

いと思ってるんですけれども、要は、今、社

会福祉法人になっております、このつくしん

ぼ園のほうへ療育児童がだんだんと増えてき

ている昨今の中、こちらの法人のほうへ児童

をお願いをするという形をとっていくという、

市はそういう形でやっていくということでよ

ろしいんでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）先ほど答弁さ

せていただきましたように、たんぽぽ園とつ

くしんぼ園、運営主体については民間と公立

直営の二つの方法がありますけれども、二つ

は基本的に現時点では残していくつもりでお

ります。ただ、つくしんぼ園については、合

併時、橋本市のたんぽぽ園に合併したいとい

うようなことも検討させていただきましたけ

れども、九度山町、かつらぎ町、あるいは高

野町、花園村の児童の方もいらっしゃいます

ので、受け皿がないと。少人数ではやってい

けないというようなことがありまして、社会

福祉法人のほうで一括して運営していただけ

ると。そちらのほうを一応選択させていただ

いておりますので、現状の状態で続けていき

たいと思っております。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）そしたら、つくしんぼ

園は要は民設民営ですので、民設民営の法人
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が積極的に施設整備へも取り組んでいきなさ

いということが筋やと思うんですけれども、

今、行かれている子どもさんの数も、橋本市

では、そこへ行かれている数はそのときは６

人ぐらいでしたけど、また増えていくにして

も、10人ぐらいの方です。また先生におかれ

ましても、毎日毎日の子どもたちと無事にき

ょう一日過ごして、本当に無事に帰らせてあ

げたいという、その思いだけでもう精一杯で、

この施設をもっといいところにしていきたい

というような気持ちはあっても、これ以上何

も、これ以上行動できないというか、そうい

うような感じを受けました。 

 ただ、橋本市といたしましては、今回、高

野口のこども園を建設いたしました後、保育

園の空き教室というか、空き園もございます

ので、そういったところも実際現地へ行って

いただいて見ていただいたり、あと、「むくの

き」が入っておりました高野口の高野口公園

の下、ありますよね。そこの施設へも実際職

員と一緒に、ここだったらどうですかとかい

うようなことでご紹介もさせていただいたり

してるんですけれども、なかなか法人さんの

希望する広さとか、できればそういった施設

も活用していただいたらと思いまして、見て

いただいているんですけれども、今のところ

合致するような適当な場所というのが見つか

っておりません。 

 橋本市においては、本当に少ない人数です

ので、集会所と共用の施設でありますけれど

も、ずっとそういう形で続いていて、なかな

かそういう声が届かないというか、小さな声

ですのでなかなか届かないのかなというふう

にも思いますけれども、ぜひともこの幼保一

元化を進める中で、いろんな保育所、幼稚園

が空き幼稚園、空き保育所になってきており

ますので、その辺を何とか利用していただく

というふうな話を、前へ進めていってはいた

だけないのかなというふうに思うんですけど、

その辺はどうでしょうか。進めていただいて

いるのかなというふうにも思うんですけど。 

 あと、教育集会所を今現在使っておられま

して、その隣に空き地があるんですけれども、

当初、そこを法人さんとしたら、できたら使

わせていただきたいというようなご意向もあ

ったんですけれども、まだ地元とのそういっ

た調整もできておりませんし、地元のほうで

いろいろ考えておられることもあるようです

ので、その辺、いろんなところを見ていただ

いたり、提案はさせていただいてるんですけ

れども、なかなかいいというところが見つか

っていないというのが現状でございます。 

○議長（中西峰雄君）副市長。  ただ、橋本市といたしましては、今のとこ

ろの場所が必ずしもいいとは思っておりませ

んので、やはり市内に住む子どもたちが通っ

ている園ですので、何とかいい場所を見つけ

ていきたいというふうには考えております。 

○副市長（清原雅代君）ただ今、楠本議員か

らのお話なんですけれども、実は法人のほう

から何回か市役所のほうへも見えてください

まして、担当課も市長も、それから私のほう

ともお話を聞かせていただいたりとかは、以

前よりしております。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）ありがとうございます。

どうか一刻も早く移動できるように、よろし

くお願いをしたいと思います。 

 そういった中で、法人の希望といたしまし

ては、何とか土地だけでもご協力いただいて、

あとの施設については国や県の補助金がござ

いますので、自分のところで建てていきたい

というようなご意向もございます。 

 次に移らせていただきます。高野口斎場に

ついてですが、この高野口斎場につきまして

は、平成19年の９月に先輩議員が尋ねておら
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れます。そのときの答弁の中では、赤塚斎場

につきましては、続けて使用していただける

ように要望しておりますというふうな答弁で

して、今回の６月の補正予算で高野口斎場に

４基の増設がされるにあたりまして、このま

ちづくり計画に基づきまして、二つにある施

設は一つにしていこうではないかということ

の理念に基づいてということをお聞きをして

おります。 

 この斎場というのは、本当にどこかでだれ

かが受け入れをしなくてはならない施設です

し、だれもがお世話になる施設ですので、理

解しているんですけれども、赤塚斎場におき

ましては使用年数が限られております。使用

年数が限られていて、使用年数が切れて、期

限が切れてきている斎場と、二つを一つにし

ていくまちづくりの理念と、少し違うように

思うんですけれども、その辺について、もう

少しご説明いただけますか。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）赤塚の斎場ですけ

ども、これにつきましては、以前の総務委員

会の中でもご説明もさせていただいているわ

けですけども、平成元年の建設当時に、20年

の撤去期限ということで地元と覚書を交わし

ておるわけでございます。そんな中で、地元

のほうから撤去期限を守ってほしいといった

話もあったわけですけども、そんな中で地元

といろいろとお願いやら協力をお願いする中

で、３年の延長を認めていただいたというの

が経過でございますけども、ただ、合併まで

であれば旧の高野口町に高野口斎場、そして

旧の橋本市に橋本斎場ということで一つ一つ

あったわけですけども、それと合併という一

つの大きな転機があった中で、その二つの斎

場を一つにまとめていきたいということと、

そしてまた地元との撤去期限の覚書の条件が

たまたま一緒になったといったことで現在進

めさせていただいているということで、ご理

解を賜りたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）高野口におきましては、

高野口のごみの施設もありますので、斎場も

高野口に来るのかというふうなお声を聞くわ

けなんです。そのお声に対してはどういうふ

うに、今でも聞こえてきているかと思います

けど、そういうお声をどのようにとらえられ

て、またどのようにお答えしようとしていか

れるのか、その辺についてお伺いしたいと思

います。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）確かに今、楠本議

員がおただしのように、高野口に広域のごみ

の処理場、そしてまた斎場ということで、そ

ういった声は確かに我々のほうにも伝わって

きております。 

 ただ、我々といたしましては、高野口に迷

惑施設ばかりが行ってるのではなくて、いわ

ゆる旧の橋本市の中にも、例えば、学文路地

区におきましてはプラント施設、そして彦谷

には最終処分場といった形で、それぞれの地

域の中でお願いをして、していただいている

という状況でございますので、旧の高野口町

ばかりにそういった迷惑施設を持っていくと

いった考えではないということでございます。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）もうちょっとお伺いさ

せていただきたいんですけど、高野口斎場は、

今、平成10年に完成ですので、斎場というも

のの耐用年数というのがあると思うんですけ

れども、その耐用年数を考えて、赤塚斎場の

ように使用期限を切られているのか、それと

も使用期限なしで半永久的にこちらになるの

か、そういうことはどういうふうになってい

るのか教えてください。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 
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○市民部長（井浦健之君）まず火葬場の耐用

年数ですけども、これについてちょっと若干

ご説明させていただきたいと思います。 

 火葬場の耐用年数につきましては、減価償

却資産の耐用年数等に関する省令といった、

昭和40年３月31日、大蔵省令第15号で出てお

るわけですけども、この中で火葬設備の耐用

年数は16年、建物その他については38年と設

定をされておるところでございます。 

 そういったことの中で、高野口斎場につき

ましては、平成元年に地元のご了解をいただ

きまして建設したわけですけども、楠本議員

がおただしの、いわゆる撤去期限があるのか

ということにつきましては、撤去期限はござ

いません。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）ありがとうございます。 

 また、市民の方は、まだまだ橋本斎場が一

本化されるということを知らない方もたくさ

んおられますので、この情報をきちっと市民

の皆さまに公開をしていただきたいと思いま

すし、また総務委員会のほうへも付託をされ

ると思いますが、議論をしていただいて進め

ていただきたいと思います。決して反対とか

いうんじゃなくて、スムーズに斎場が一本化

されるようにしていただけたらと思いますの

で、どうかよろしくお願いします。 

 以上で終わります。ありがとうございまし

た。 

○議長（中西峰雄君）これをもって22番 楠

本君の一般質問は終わりました。 

 この際、２時15分まで休憩いたします。 

（午後２時00分 休憩） 
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